
本研究は、人と人とのつながり（社
会関係資本）が形成される過程と、つ
ながりの中でもたらされる社会的サポ
ートの効果の検討を目的としている。
本研究プロジェクトでは、特に農村コ
ミュニティにおいて社会的ネットワー
クの構築において「プロ」の役割をも
つ普及指導員に注目して検証してい
る。本年度は特に、どのような性質あ
るいは行動様式をもつ普及指導員が社
会関係資本の向上に寄与しているかを
検証した。

■調査の実施
農村コミュニティにおいてネットワ

ーク形成を支援することの重要性やそ
のための普及指導員のスキルについて
検討するべく、2010年度に、全国農業
改良普及職員協議会の協力を得て、全
国の普及指導員を対象とした調査を実
施した。さらに、2011年度に愛知県下
の普及指導員への調査も行った。これ
らの調査の実施により、主に次の 3 点
についての検証が可能になった。

第 1 に、2009年度の調査に参加した
近畿の普及指導員にも改めて全国調査
に参加してもらったこと、さらに2011
年には前年度に全国調査に参加した愛
知県の普及指導員に調査に参加しても
らったことにより、近畿では2009〜
2010年度の、愛知では2010〜2011年
度の、パネルデータとしての時系列変
化を検討することが可能になった。こ
れにより、普及活動が農村コミュニテ
ィ内の社会的ネットワークの発展に実
際に寄与しているかどうかを検討する
ことができた。

第 2 に、全国の普及指導員を対象に
した調査の実施により、2009年度の調
査では得られなかったより詳細な検討
を行うことができた。それは主にどの
ような特徴をもつ普及指導員が農村コ
ミュニティにおける社会関係資本の向

上に寄与しているかという分析である。
第 3 に、これに関連して、地域ごと

に異なる効果の有無の検証である。
2011年度にはこの全国調査のデータ

の解析を完了させることができた。主
な結果は下記のとおりである。
1 ）農業者同士の連携を促進するため
の普及活動、関係機関との連携を促す
ための普及活動、将来に向けてのビジ
ョン提示のための普及活動、そして、
地域の具体的な問題を指摘するような
普及活動が特に効果を持ちやすいこと
が示された。この中でも、農業者同士
の連携、ならびに関係機関との連携調
整に関する普及活動は、農村社会の社
会関係資本に関わる普及活動だと考え
られる。なお、農業者同士の連携を促
進するための普及活動は、 1 人の普及
指導員の担当する農業経営体の数が平
均的に多い都道府県ほど、効果的であ
ることが確認された。
2 ）どういった特徴を持つ普及指導員
が、コミュニティ内部の信頼関係（社
会関係資本の一種）を高めやすいかを
検討した。その結果、関係機関との連
携活動に優れた普及指導員やコミュニ
ケーション能力に秀でた普及指導員
が、住民同士の信頼関係を高めやすい
ことが示された。また、普及指導員個
人の特性だけでなく、普及指導員を取
り囲む社会関係も重要な影響力を持
ち、普及指導員とコミュニティの結び
つき、そして普及指導員の職場の人間
関係の良さも、コミュニティ内部の信
頼関係を高める効果を持つことが示さ
れた。このことは、普及指導員を囲む

「つながり」が、別の場所の「つなが
り」へと連鎖することを示唆している。
3 ）各普及指導員が対象としているコ
ミュニティの生活レベルに、そのコミ
ュニティの住民同士の信頼関係がどの
ような効果を持つかをパネル・データ
で検討した。その結果、住民同士の信

頼関係が強いほど、そのコミュニティ
の生活レベルが高くなることが示され
た。この結果は、農村コミュニティに
おける社会関係資本の重要性を示して
いる。
4 ）どのような特徴を持つ人物が同僚
から尊敬されやすいかについて、普及
指導員と他の公務員（教員、技術職、
事務職）を比較した。その結果、他の
公務員と比べて普及指導員の間では、
他者（たとえば農業者）の視点に立と
うとする傾向（他者志向）、チームワー
ク、視野の広さに優れた人物が尊敬さ
れやすいことが示された。また、普及
指導員と教員の間では、技術職や事務
職に比べて、情熱的な人物が同僚から
尊敬されやすいことが示された。こう
した特徴が普及活動において重要な役
割を果たしていることが示唆される。
5 ）普及指導員の日々の業務の中での
感情経験に影響する要因を検討した。
その結果、普及活動に関わる知識・技
術、コミュニケーション能力の高い普
及指導員ほどポジティブ感情を経験し
やすく、ネガティブ感情を経験しにく
いことが見出された。特にポジティブ
感情に関しては、知識や技術よりもコ
ミュニケーション能力がより強い効果
を持っていた。また、コミュニティ内
部の信頼関係も普及指導員の感情経験
に影響し、強い信頼関係のあるコミュ
ニティで活動する普及指導員ほど、ポ
ジティブ感情を経験しやすく、ネガテ
ィブ感情を経験しにくかった。

■対外活動ならびに成果の発表
2011年11月に開催された全国普及

活動研究大会での基調報告とそのまと
め（「技術と普及」2012年 2 月号掲
載）、書籍『農をつなぐ仕事』（内田由
紀子・竹村幸祐、創森社）の出版、日
本心理学会でのワークショップなどで
成果を報告している。
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